
 

y = 1.0961x - 2.2731

R2 = 0.8939
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気象衛星ひまわりやAMeDASのデータ、ならびに気象測器のデータを使用して、気温や日射（日照）
量の気象メッシュ情報の日単位に生成し、セミリアルタイムに配信するシステムを構築。

 

  

自動作成されるメッシュ画像と任意圃場の時系列グラフ表示例

気温メッシュ（日平均気温）と日射量メッシュの現地観測データによる精度検証結果
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研修センター
観測データを追加

 
y = 1.0089x - 0.0729

R2 = 0.9948
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(３）水稲の生育に影響する気象情報の利用
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時別・日別日射量メッシュデータ

2007年10月5日 全天日射量

7:30 8:30 9:30 10:30

11:30 12:30 13:30 14:30

15:30 16:30 17:30 18:30

0 1134 (W/m2)
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平成23年版食味マップ（拡大）

水稲作付け確認を行った圃場図や水稲生育状況把握の
ための雲無し時系列データ、ならびに栽培期間中に観測・
入手できる中・高分解能衛星データを使用し、食味マップ
を作成する。
食味マップは、坪刈や刈り取り後の食味分析結果、および
デジタル近赤外線カメラによる観測データを用いて生成さ
れる。

食味（玄米蛋白含有率）マップ
平成23年版

 

 

平成23年版衛星画像（解析前）

食味（玄米蛋白含有率）マップ
平成22年版

(６）食味マップの作成

宇宙利用産業の課題と対応の方向性について ～衛星リモートセンシングの産業利用における 課題と可能性～ 平成28年11月16日

VisionTech Inc.,



情報の共有化と情報利用の即時性、作業の軽労化で均質な良食味米の安定生産を実現
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Webカメラ
生育・気象メッシュ画像

圃場別時系列情報

気象観測データ
アーカイブ

気象衛星画像

気象観測実況データ

 

食味マップ

営農情報

情報はスマートフォンや
タブレットなどで閲覧可能

現地確認

広域圃場における
選択的対策

早期対策と軽労化

被害の最小化

品質と収量の
安定化⇒ブランド化

販売戦略
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政府系衛星
・高頻度観測衛星 ひまわり

POES(NOAA/DMSP/EOS/TERRA/AQUA/Suomi-NPP
・中分解野衛星 LANDSAT-series、（ASTER)

・国土基盤情報 土地利用図やハザードマップ等地図作成や海洋・島嶼情報
・国際プロジェクト GEOSS; Global Earth Observation System of Systems）

センチネル・アジア（Sentinel Asia)
・長期スパンでの利用

商用衛星
・観測依頼 ➡ 個別ニーズによるタイムリー性
・高分解能衛星 ➡ 個別な目的に合う最適なものの選択
・短期スパン

定期的、継続的な利用の定着と拡大

試験研究衛星
大学発小型衛星の有効利用

大学や公的機関の既設地上設備の有効利用
ネットワーク化してデータプールを構築

低コスト・高頻度で
データ利用が可？
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海外への展開

＊内モンゴル自治区：農業科学院

＊スリランカ：NRMC(Natural Resources Management Center) 

：Department of Agriculture

＊モンゴル：モンゴル科学院

＊マレーシア：UNITEN

Hazard Watcher


